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　2022年5月12日に公表いたしました2023年3月期第2四半期累計期間の連結業績予想と本日公表の実績との間に

差異が生じましたので、お知らせいたします。

 また、2023年3月期の通期連結業績予想の修正について、併せてお知らせいたします。

　　　　　記

１． 2023年３月期　第２四半期累計期間　連結業績予想と実績との差異(2022年４月１日～2022年９月30日）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に

帰属する
四半期純利益

1株当たり
四半期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

前回発表予想　(A) 98,000 △ 1,000 200 500 14.56

実績値　(B) 95,673 △ 6,109 △ 5,490 △ 2,910 △ 84.79

増減額　(B-A) △ 2,326 △ 5,109 △ 5,690 △ 3,410

増減率　(%) △ 2.4 － － －

(ご参考)前期第２四半期実績

(2022年3月期第２四半期)

２． 2023年３月期　通期連結業績予想の修正(2022年４月１日～2023年３月3１日）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に

帰属する
当期純利益

1株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

前回発表予想　(A) 205,800 5,700 7,200 6,800 198.27

今回修正予想　(B) 207,400 △ 5,550 △ 4,600 △ 600 △ 17.49

増減額　(B-A) 1,600 △ 11,250 △ 11,800 △ 7,400

増減率　(%) 0.8 － － －

 (ご参考)前期実績

 (2021年3月期通期)

３．差異の理由

　セメント事業において石炭等のエネルギー価格が高騰しており、販売価格の改定によりコスト上昇分の

価格転嫁を進めてまいりましたが、価格転嫁の遅れ、ロシア・ウクライナ情勢による更なる石炭価格の高騰

や為替の円安進行などから、大幅に損益が悪化致しました。

　通期の連結業績予想につきましても、上記２の通り、修正を行っております。

(注)　上記業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は、今後

　　　 の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。

　　　　　　　以上

89,094

2023年3月期 第2四半期累計期間連結業績予想と実績との差異及び
通期連結業績予想の修正に関するお知らせ

9,834 9,674

5,183 6,979 6,042

262.77184,209 6,878

162.13


